
（株）小畑設計事務所

講義棟 雨漏 り改修工事設計図

図面名称図面番号図面番号 図面名称

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

建築改修工事特記仕様書Ⅰ

建築改修工事特記仕様書Ⅱ

工事概要、特記事項、配置図

講義棟　２階 平面図

講義棟　屋根伏せ図

講義棟　Ａ棟 ２階 平面図

講義棟　Ｃ棟 ２階 平面図

講義棟　Ｂ棟 ２階 平面図

講義棟　Ａ棟 展開図

講義棟　Ｂ棟 展開図

講義棟　Ｃ棟 展開図

Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟 アルミ水切り割付け図（改修前）

Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟 アルミ水切り割付け図（改修後）

講義棟　断面図

水切り詳細図

防水改修 詳細図

電気設備、機械設備　２階 平面図

アトリウム棟 矩計図（講義棟 取合い部）

ＡＷ－３１　詳細図

大型アルミ水切り、アスファルト防水改修 断面詳細図

新規 大型アルミ水切り 加工、取付図

（参考図１）

（参考図２）



特記仕様書は、本特記仕様書の他、以下　　印のものを適用する。

２．

１．

　　工事概要

工 事 名

工事場所

用途地域等３． 都市計画区域（・ 内　　・ 外）

防火地域等（　・防火　・準防火　・法第２２条指定地域　・指定なし）

その他の地域・区域（　　　　　　　　　　　　　　）

秋田県秋田市新屋大川町１２－３

４．主要用途 大　学

５．敷地面積

６．その他の条件 垂直積雪量（ｍ）　１．０

地表面用度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

（対象棟・工事種別・改修部位等）

建築面積

延床面積

構　　造

階　　数

棟

　　建築改修工事仕様書

１．共通仕様

　図面および特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

２．特記仕様書の適用等

(1)項目は、番号に　　　印のついたものを適用する。

　印と　　印が付いた場合は、共に適用する。

(2)特記事項は、　　印の付いたものを適用する。　　印が付かない場合は、　が付いたものを適用する。※

※

(3)特記事項に記載の（　）および（　）内表示番号は、それぞれ公共建築改修工事標準仕様書（建築工事

３．特記仕様書の範囲

・建築工事特記仕様書　・電気設備改修工事特記仕様書　　・機械設備改修工事特記仕様書

７．改修内容

　風速（ＶＯ）・３０　・３２　・３４

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

（ＣＯＲＩＮＳ）への登録

※建築工事監督実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成１６年版）

※建築工事施工管理要領（一般財団法人公共建築協会）（平成２６年改訂版）

２　工事実績情報サ－ビス

１　 適　用　基　準　等

３　工 事 の 余 裕 期 間

４　工　 事　 写　 真

・適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式）　　 ※適用しない

適用する場合は、別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

工事中、完成時ともカラ－写真とする。

着　工　前

工　事　中

完　成　時

分　　  類 規　　　格

サ－ビス版

サ－ビス版

サ－ビス版

原義添付用 サ－ビス版

キャビネ版

撮　影　箇　所

工事写真の撮り方　建築編

提出部数

工事写真の撮り方　建築編

工事写真の撮り方　建築編

監督員の指示による

着工時・完成時のダイジェスト版

この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所および部数とする。

また、上記の写真はデジタル写真も可とし、その仕様等は監督員の指示による。

（１．１．４）

５　概　成　工　期 工事期限より（　　　）日前 （１．２．１）

６　電気保安技術者 （１．３．３）

７　施　工　条　件 ・　指示による

１　　部

１　　部

１　　部

１　　部

（１．３．５）

・　工事補足説明事項

関連工事による施工時期の調整 ・　有（内容　　　　　　　　） ・　無

施工時期・時間の制限 ※　指定しない ・（内容　　　　　　　　　　）　　　　

部位別施工順序 ※　指定しない ・　図示による

工事用車両の駐車場所

資材置場所

関係機関等との協議の未成立事項 ・　有（内容　　　　　　　）　・　無　　

・　有（図示による）　・　無

・　有（図示による）　・　無

関係機関等との協議結果 ・　有（内容　　　　　　　）　・　無　　

現場代理人 ・　兼務を認める　・　兼務を認めない

（常駐義務の緩和の要件を満たす場合）

８　施工中の安全確保 ※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（平成９年度建設省告示

（１．３．７）第1536号）」に基づき、指定された建設機械を使用する。

※「建設機械に関する技術指針（平成３年建設省通知第247号）」に基づき、

指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。 （１．３．７）

９　発生材の処理等 ・特定建設資材廃棄物の再資源化が必要な発生材 （１．３．12）

建設発生土

コンクリ－ト塊

アスファルト塊

建設発生木材

再資源化等をする施設名・住所・搬出距離(km)

・契約前の協議による。　・施工計画書等への記載による。

・契約前の協議による。　・施工計画書等への記載による。

・契約前の協議による。　・施工計画書等への記載による。

・契約前の協議による。　・施工計画書等への記載による。

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

処分施設の名称・住所・搬出距離(km)

上記以外の発生材 ・施工計画書等への記載による。

（１．３．12）

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　） （１．３．12）

・現場再利用発生材（　　　　　　　　　　　　　） （１．３．12）

種　　  類

種　　  類

・特別管理濃度廃棄物（・　有　・　無　　　　　） （１．３．12）

アスベスト含有建材　（　　・　有　　・　無）

受入施設名　　秋田県環境保全センタ－　「所在地：大仙市協和上淀川」

・飛散アスベストの使用状況

室　　　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

９　発生材の処理等 ・非飛散性アスベスト成形板の使用状況

室　　　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

※本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物

については、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理するものとする。

・秋田県建設副産物対策に係る取扱要領に基づき、工事着手前に再生資源利用計画

書および再生資源利用促進計画書を、また、工事完成時に同計画書の実施書を

監督に提出するものとする。

10　交通安全管理 関係機関との協議

・　必要（関係機関：　　　　　　　　　　　）　・　必要なし（１．３．９）

交通誘導員　・　配置する（・警備法第18条に規定する特定の警備業務）・任意

11　事故報告 工事施工中に事故、災害が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、

事故の全容が判明次第、指示する事故報告書により速やかに監督員に提出すること。

12　既存部分の処置 既存部分の養生　　　・　必要（養生部分：　　　）　・　必要なし

（１．３．13)

（１．３．10）

13  建築材料等

２　エコマ－ク認定製品（公財）日本環境協会

３　秋田県認定リサイクル製品

４　建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）

（（一社）公共建築協会）（以下「評価名簿」という。）に記載の製品

５　以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者等が製造した材料

①品質および性能に関する試験デ－タを整理していること。

②生産施設および品質の管理を適切に行っていること。

③定期的な供給が可能であること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

④法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、５の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を

１　ＪＩＳおよびＪＡＳマ－ク表示のある材料

編）および公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図面又は当該表を示す。

規則第20号）および秋田県公安委員会告示第144号（平成18年10月６日）による。

特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則平成17年国家公安委員会

・　配備しない

（　　人・日）

14　化学物質を放散する

建　築　材　料　等

15　特別な材料の工法 建築改修工事標準仕様書に記載されていない特殊な材料の工法は、材料製造所の

指定する工法によるものとする。

16　施工調査

成果品

調査図・一覧表

調査図・一覧表

施工管理図目視・実測

目視・打診

目視・実測

除去部分すべて

屋上防水面すべて

外壁面すべて

調査項目

アスベスト除去面積

外壁クラック等

屋上防水浮き面積

施工数量調査

調査範囲 調査方法

・既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

17　技　能　士

18　見本施工

・実施する（実施する部位：　　　　　　　　　）　　・実施しない

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

19　化学物質の濃度測定 次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省の定める指針値

以下であることを確認し、監督職員に報告すること。

※測定対象化合物質：ホルムアルデヒヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

、スチレン

測定箇所数　全　　　箇所　（測定対象室は、監督員の指示による。）

また、すべての測定箇所においてホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチ

ルベンゼンおよびスチレンの濃度を同時に測定する。

室の床面積Ａ(㎡) Ａ≦５０ 200＜Ａ≦50050＜Ａ≦200 500＜Ａ

１ ２ ３ ４ ５

・測定方法：測定は、バッシブ型採取機器を用いる。採取機器および採取要領に

ついては、監督職員の指示による。

20　技術検査等 ・中間検査　　工事検査員と協議のうえ、決定する。

・段階確認　　・実施する　　　・実施しない

21　完成図書等

提出する。

※引渡書類は、Ａ４クリアファイルに製本して　　部提出すること。

添付書類は受注後の協議（引き渡し書類目録）による。

22　電子納品等 ※電子納品対象工事 ・電子納品対象外工事

ＣＤ－Ｒ（監督職員提出用）　提出部数（　１　）部

た場合はこの限りでない。

受注者は、次により電子納品を行うものとする。ただし、監督職員の承諾があっ

が、解釈に疑義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するものとする。

基づいて作成すること。特に記載のない事項については、電子デ－タを提出する義務はない

(2)電子デ－タは、「要領」に示されたファイルフォ－マットに基づいて作成すること。

(1)完成図書は、秋田市作成の「工事完成図書の電子納品等要領」（以下「要領」という。）に

23　設備工事との取合い

種　　別 電　気 機　械 建　築区　　　　分

補　　　強

防火戸

別途機器への接続

スリ－ブ

補　　　強

仮　　　枠

切込・補強

自動開閉装置

開閉装置・二次配線・操作スイッチ

二次配線

梁・床・壁貫通部分

壁埋め込み型器具類

天井埋め込み型器具類下地

電動シャッタ－・自動扉

墨　出　し

施工範囲　注）複数箇所に　●印のあるものは、各工事を適用する。

用途地域　（　第一種中高層住居専用地域　）

56,194.00㎡

※施工図

設備機器の位置、取合い等を検討できる総合図を提出し、監督職員の承認を受けること。

※適用する　　・適用しない

契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受注者は立ち会うこと。

※本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

ると共に、次の(1)から(4)までを満たすものとする。

ティクルボ－ド、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝

の区分に応じた材料を使用する。

(1)合板、木質系フロ－リング、構造用パネル、集成材単板複層材、ＭＤＦ，パ－

(2)接着剤および塗料は、トルエン、キシレンおよびエチルベンゼンの含有量が少な

い材料を使用する。

(3)接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－プチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシル

等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていない材料を使用する。

デヒド、アセドアルデヒドオヨビスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す　

材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒトおよびスチレンを発散しない

又は発散が極めて少ない材料で設計図書に規定する「ホルムアルデヒトの放散量」

(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器類は、ホルムアル

外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象

次の③又は④

に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種および第三種ホルムア

ルデヒド発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

適用職種（一級・単一等級の特殊作業）

・塩化ビニ－ル系防水工事作業・セメント系防水工事作業・シ－リング防水工事作業

・改質アスファルトシ－トト－チ工法防水工事作業・ＦＲＰ防水工事作業）

石材施工（・石張り作業）タイル張り（・タイル張り作業）建築大工（・大工工事

作業）建築板金（・内外装材板金作業）左官（・左官工事）内装仕上げ施工（・鋼製

下地工事作業）サッシ施工（・ビル用サッシ施工作業）自動ドア施工（・自動ドア

・ボ－ド仕上げ工事作業）表装（・壁装作業）熱絶縁施工（・吹付けウレタンフォ－

ム断熱工事作業）内装仕上げ施工（・カ－テン工事作業）路面標示施工（・溶融ペイ

ントハンドマ－カ－工事作業・加熱ペイントマシンマ－カ－工事作業）造園（・造園

工事作業）

とび（・とび作業）鉄筋施工（・鉄筋組立作業）コンクリ－ト圧送施工（・コン

クリ－ト圧送工事作業）型枠施工（・型枠工事作業）鉄骨（・構造物鉄工作業）

ブロック建築（・コンクリ－トブロック工事作業）ＡＬＣパネル施工（・ＡＬＣ

パネル工事作業）防水施工（・アスファルト防水工事作業・ウレタンゴム系塗膜

防水工事作業・アクリルゴム系防水工事作業・合成ゴム系シ－ト防水工事作業

施工）ガラス施工（・ガラス工事作業）カ－テンウォ－ル施工（・金属製カ－テン

ウォ－ル工事作業）塗装（・建築塗装作業）内装仕上げ施工（・プラスチック系

床仕上げ工事作業・カ－ペット系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業

仕上がり程度の判断ができる見本施工の実施

のとし、以下のいずれかに該当するものとする。

※本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

を監督員に提出して承諾を受けるものとする。

有することの証明となる資材又は、外部機関が発行する証明書の写し等

ものとし、同等品を使用する場合は監督員の承諾を受けること。

また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用する

軽量鉄骨壁の機器取付け用の補強、機器吊ボルト用インサ－ト

機械室電気室等の設備機器の基礎、機械室電気室等の設備ピッ

ト（蓋含む）、自立型制御盤の基礎、自立型アンテナの基礎、

床点検口、天井点検口、消火水槽用マンホ－ル

実施時期等

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

内部足場

24　契約不適合点検

25　法定外の労災保険

１　仮　　囲　　い

２　足場その他

・設けない・設ける（位置、種類、延長等は図示）

（２．２．１）

・脚立、足場板等　・階段仕上足場　・棚足場　・移動式足場　・その他

外部足場 （２．２．１）

・枠組足場　　　　　　　（・手すり先行工法　　・その他）

・くさび緊結式足場　　　（・手すり先行工法　　・その他）

・その他　（・移動式足場　　・高所作業車　　　・その他）

によるものとする。

月策定）により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年４

防護シ－ト

材料の運搬 （２．２．１）

・設ける（・シ－ト　・ネット状シ－ト　・遮音シ－ト）　　　・設けない

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

３　既存部分の養生 既存部分の養生　　・ビニ－ルシ－ト等　・（　　　　　　　　）（２．３．１）

既存家具等の養生　・ビニ－ルシ－ト等　・（　　　　　　　　）

備品、机、ロッカ－等の移動

・行う（図示）　　・行わない

既存ブラインド・カ－テン等養生および保管場所

・養生を行う　　・養生を行わない

養生の方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保管場所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　仮設間仕切り 仮設間仕切り　　・設ける　　・設けない （２．３．２）

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　　（詳細は図示）　　

仮設扉　　　　　・設ける　　　・設けない

・合板張り木製扉　　・アルミ製扉　（詳細は図示）

５　監督職員事務所 （２．４．１）

規模 ・10㎡程度 　・20㎡程度 　・35㎡程度 　・65㎡程度 　・100㎡程度

・受注者事務所の中に監督員用スペ－ス（　　　）　　程度確保する。㎡

機器、その他監督職員が指示するもの。

備品　　机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、令暖房

・設ける　　※設けない

※

縮小製本図

・工事着手時に設計図を２つ折製本としてＡ２縮小版　部、Ａ３縮小版　部を提出する。

６　工事用水および電力

工事用電力

工事用水　　構内既存の施設　・利用できる（・有償・無償）・利用できない

構内既存の施設　・利用できる（・有償・無償）・利用できない

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

７　工事表示板の設置 位置等　　監督職員が指示する位置に　１　か所

表示時期　工事着手時から完成時まで

表示板の形式

工　事　名　称

構造　・　規模

工　事　期　間

建　　築　　主

設　　計　　者

工 事 監 理 者

工 事 施 工 者

建　築　工　事　の　表　示

公立大学法人秋田公立美術大学　総務課　担当   　　　    TEL018－888－8100○○　○○

○○○○　○○○○○ 担当　○○　○○　TEL○○○-○○○-○○○○

注１　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

３　表示板の大きさ

× ×・２号　（横240cm　 縦120cm）

× ×・３号　（横360cm　 縦180cm）

・１号　（横180cm　 縦90cm）

２　地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

※建設リサイクル法対象工事は、「届出（通知）済シ－ル」を建設業許可標識に貼付すること。

８　工　事　現　場　の

イ メ － ジ アッ プ

・行う　　※行わない

建物のイメ－ジがわかるようパ－ス等を活用して表示する。

（サイズ1,800×900　カラ－コピ－ラミネ－ト加工程度）

３
　
防
 
水
 
改
 
修
 
工
 
事

１　降雨等に対する養生 （３．１．３）

２　既存防水層の処理 （３．２．３）

・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲・図示による　・　　　　　　）

・行わない

（３．２．４）

改修用ドレン ・設ける（ＰＯＡＳ．ＰＯＡＳＩ．ＰＯＤ．ＰＯＤＩ．ＰＯＳ．

ＰＯＳＩ．ＰＯＸ工法の場合、主防水材製造所の仕様による。

既存保護層の撤去　・行う（範囲・図示による　・　　　　　　）

・設けない（既存再利用）

既存下地の補修および処置

（３．２．５）

補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示による （３．２．６）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

　改修標仕３．１．３(５)(ア)～(ウ)による

・行う（・Ｍ４ＡＳ・Ｍ４ＡＳＩ・Ｍ４Ｃ・Ｍ４ＤＩ・Ｌ４Ｘ）

・行わない

既存保護層の補修および処置（ＰＯＳ工法およびＰＯＳＩ工法（機械的固定工法）

・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上がり部等の補修および処置

改修標仕３．２．６(4)（ウ）（ｇ）①～③による

架台回り等の処置　　　・図示による

３　アスファルト防水 屋根保護防水

防水層の種別

工　法 断熱材

・Ｐ２Ａ

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ２ＡＩ

・Ａ－１

・Ａ－２

・Ａ－３

・Ｂ－１

・Ｂ－２

・Ｂ－３

・ＡＩ－１

・ＡＩ－２

・ＡＩ－３

・Ｐ１ＢＩ

・Ｔ１ＢＩ

・ＢＩ－１

・ＢＩ－２

・ＢＩ－３

種　別 施工箇所 立上がり部の保護絶縁用シ－ト

※ＪＩＳＡ952による押出法ポリ

スチレンフォ－ム断熱材３種

ｂＡ（スキン層付き）

（厚さ）

（材質）

・２５ｍｍ　・５０ｍｍ

※ポリエチレン

フイルム

厚さ0.15mm以上

※フラットヤ－ン

クロス７０ｇ／㎡程度

・乾式保護材

・コンクリ－ト押さえ

・れんが押さえ

・ＪＩＳＲ1250

(3.1.4)(3.3.2～5)

部分粘着層付き改質アスファルトル－フィングシ－トの種類及び厚さ

改質アスファルトル－フィングシ－トの種類および厚さ
※改修標仕　表３．３．３から表３．３．９による

※改修標仕　表３．３．３から表３．３．９による
平場の保護コンクリ－トの厚さ （３．３．５）

・こて仕上げ
・床タイル張り等の仕上げ ※水下　60mm以上

※水下　80mm以上

押え金物の材質および形状寸法 （３．３．２）

※図示　アルミニウム制Ｌ－30×15×2.0(mm)
コンクリ－トの仕上がりの平坦さ

種別　・ａ種　・ｂ種　・ｃ種　：改修標仕　表８．１．５による
屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない （３．３．５）

屋根露出防水工法
防水層の種別

施工箇所工　法 種　別 断　熱　材
仕上げ塗料

・Ｍ４Ｃ ・Ｃ－１

・Ｃ－２

・Ｃ－３

・Ｃ－４

・Ｍ３Ｄ

・Ｐ０Ｄ

・Ｄ－１

・Ｄ－２

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・Ｐ０ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

・ＤＩ－１

・ＤＩ－２

・

・製造所

の仕様

による

・

・製造所

の仕様

による

備　考

脱気装置

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

改修用ドレン

の仕様

による

・

・製造所

の仕様

による

・

・製造所

の仕様

による

・

・製造所

の仕様

による

・

・製造所

脱気装置

・設けない

・設ける

・設ける

改修用ドレン

・設けない

改修標仕３．３．２(9)

（ 種 類 ）・

・

（厚さ）・２５ｍｍ

・

種　類　 使用量

脱気装置の種類および設置数量

※アスファルトル－フィング類製造所の指示による
屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材

ル－フドレン回りおよび立ち上がり部周辺の断熱材の張りじまい位置

・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

屋内防水

※　　その他（横90cm  　 縦45cm）

工　法 種　別

・Ｅ－１の工程３を行う部位　（・貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　）

押え金物の材質および形状寸法

・図示　・アルミニウム製Ｌ－30×15×2.0(mm) ・

屋上排水溝　・適用する（図示）　・適用しない

シ － ト 防 水

防水層の種別

防水層の種別

・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１

・Ｅ－２

備　考施工箇所

保護層
・設ける

・設けない

（３．１．４）（３．４．２，３）

種類 使用量
備考断熱材施工箇所種　別工　法

仕上げ材料

・Ｍ４ＡＳ ・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

・ＡＳ－Ｊ２

・Ｍ３ＡＳ

・Ｐ０ＡＳ

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｊ３

(Ｐ０ＡＳ工法のみ)

・Ｍ３ＡＳＩ

・Ｍ４ＡＳＩ

・Ｐ０ＡＳＩ

・ＡＳＩ－Ｔ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

改修標仕

３．４．２(３)(ウ）

（種類）　・

・

（厚さ）

・５０ｍｍ

・２５ｍｍ

の仕様

による

・製造所

・

による

・製造所

・

の指定
脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

防湿層

・設ける

・設けない

・改修標仕　表３．４．１から３．４．３による

・改修標仕　表３．４．１から３．４．３による

屋根露出防水絶縁工法および屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類および設置数量

粘着層付改質アスファルトシ－トおよび部分粘着層付改質アスファルトシ－トの種類及び厚さ

改質アスファルトシ－トの種類および厚さ

※アスファルトル－フィング類製造所の指示による

押え金物の材質および形状寸法 （３．４．２）

※図示　・アルミニウム製Ｌ－３０×１５×２．０ｍｍ

５　合成高分子系ル－

フィングシ－ト防水

防水層の種別

工　法 種　別 断熱材 仕上げ材料

種類 使用量
備考施工箇所

（３．１．４）（３．５．２～４）

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ３Ｓ ・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・図示

・

・ＰＣ下地

・

・ＰＣ下地

・Ｍ４Ｓ ・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ３ＳＩ

・Ｓ４ＳＩ

・Ｍ４ＳＩ

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

改修標仕

３．５．２(３)(エ)(ｂ)

（ 種 類 ）・

・

（厚さ）・
・

改修標仕

３．５．２(３)(エ)(ａ)

50mm

25mm

・

・

・ 25mm

（ 種 類 ）

（厚さ）
・ 50mm

の仕様

による

・製造所

・

の仕様

による

・製造所

・

・設けない

改修用ドレン

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける

・Ｓ－Ｍ２の場合で立ち上がりが接着工法の場合

防水層の種別

屋内防水

種　別 施工箇所 平場のモルタル塗り

塗り厚さ 工　法

保　護　層

・床塗り工法

・下地モルタル塗り

・７ｍｍ以下

・

・・Ｓ－Ｃ１

立上がり部の保護モルタル塗り厚さ

㎡

絶縁シ－トの材質
・発泡ポリエチレンシ－ト　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　）

固定金具の材質および寸法形状
・厚さ0.4mm以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板およびそれらの片面又は両面に樹脂
を積層加工した鋼板

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
脱気装置の種類および設置数量
・ル－フィングシ－ト製造所の指定による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

接着工法の目地処理　ＰＣ下地の場合　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

床塗りの場合の床の目地
目地割り　・２　　程度　最大目地間隔３ｍ程度　・（　　　　　　　　　　　　　）
目地の種類　・押し目地　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ル－フィングシ－トの種類および厚さ
・改修標仕　表３．５．１から表３．５．３による

ＰＣコンクリ－ト部材の入隅部の増張り（種別Ｓ－Ｆ１、Ｓ１－Ｆ１の場合）
・行う（・図示　・　　　　　　　　　　）　　　・行わない

機械的固定工法の場合の一般部のル－フィングシ－トの張り付け
建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

４　改質アスファルト

別図に記載

・　適用する ※　適用しない

※完成図面（竣工図・施工図）は２つ折製本としてＡ１版１部、Ａ３縮小版１部を

１

改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４

年版）」および「建築物解体共通仕様書（令和４年版）による。

※営繕工事写真撮影要領（国土交通大臣官房官庁営繕部整備課）（令和３年版）

※適用する ・適用しない （１．７．２）

（１．６．２）

（１．６．３）

（１．９．１）

（１．８．２）

（１．７．９）

（１．７．５）

（２．４．１）

管理棟主出入口３箇所

※　適用する　・　適用しない

工 事 監 督 員

講 義 棟 雨 漏 り 改 修 工 事

建築改修工事特記仕様書 Ⅰ

天井 横 塗材（白） 塗材と紙材に

含有

（アスベスト定性・定量分析調査資料別途有する）

大講義室

 講義棟雨漏り改修工事

（未定・外注委託の場合に記入）

 令和　７年　７月　　日　～　令和　８年　３月２８日

 公立大学法人秋田公立美術大学　理事長　北郷　悟

 株式会社　小畑設計事務所

・絶縁工法（水抜き付き）

立ち上がり面のシ－ト厚さ　・1.5mm 　・2.0mm

・防湿用フィルム　・設置する　・設置しない

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書 Ⅰ

ビニ－ルシ－ト等

2025.6

講義棟雨漏り改修工事

Ａ－０１

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

設計年月日小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞



・適用する

簡易気密型ドアセット　　・適用しない

２　下 地 調 整 剤

３　中性化防止工法

４　仕上げ塗材仕上げ

4-2

章 項　　　目 特　　記　　事　　項 章 項　　　目 特　　記　　事　　項 章 項　　　目 特　　記　　事　　項 章 項　　　目 特　　記　　事　　項章 項　　　目 特　　記　　事　　項

３
　
防
 
水
 
改
 
修
 
工
 
事

６　塗装防水 防水層の種別

工　法 種　別 施工箇所
仕上げ塗料

・設けない

・設ける

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

備　考
使用量種　類

・Ｐ０Ｘ ・Ｘ－１

・

・Ｌ４Ｘ ・Ｘ－２

・

・設けない

脱気装置

・設ける

・Ｐ１Ｙ ・Ｙ－２

・Ｐ２Ｙ ・Ｙ－２

・設ける

・設けない

・設ける

・設けない

保護層

保護層

・

・

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類および設置数量

・主材料製造所の指定による

（３．６．２．３）

７　シ－リング シ－リング改造工法の種類

・シ－リング充填工法

・シ－リング再充填工法

・拡幅シ－リング再充填工法

・ブレッジ工法　・ボンドブレ－カ－張り　・適用する　　・適用しない

・エッジング材張り　　　・適用する　　・適用しない

シ－リング材の種類、施工箇所

（３．７．２．３．７．８）

下表以外は、改修標仕　表３．７．１による

施工箇所 シ－リング材の種類（記号）

防水押さえ金物回り 変成シリコ－ン系　２成分形（ＭＳ－２）

シ－リング材の目地寸法

・改修標仕　３．７．３(1)(ア)～(ウ)　・（　　　　　　　）

シ－リング材の接着性試験
・実施する　　・簡易接着性試験　　・引張り接着性試験

　実施しない　試験成績書により、監督職員の承諾を受けて省略※

８　と　　い といその他の材種

・配管用鋼管（ＳＧＰ－白）　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　・ル－フドレイン

（３．８．２．３）

・ステンレス鋼管（ＪＩＳ　Ｇ　4305）　　・ステンレス鋼管（雨樋用既製品）

ル－フドレンの材質その他

　材　　種種　　別　　　 張掛け幅

ろく屋根用（・縦型　・横型）

バルコニ－用

バルコニ－中継用

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

・100mm以上

・ 50mm以上

・

・

・

とい受け金物および足金物

材種および形状　 ※改修標仕３．８．２により溶融亜鉛メッキを行ったもの
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

多雪地域の軒といの取付間隔　・適用する　　・適用しない

※Ｆ☆☆☆☆　　・（　　　　　　　　　　　　　）

既存のといその他の撤去および降雨等に対する養生方法 ※図示　　・（　　　　　　　　　　）

防露材のホルムアルデヒド放散量　

鋼管製とい防露巻 ※改修標準仕様書　表３．８．４による　　・（　　　　　　　　　　　）

たてどい受け金物の取付 ※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ル－フドレンの取付け ※改修標準仕様書　表３．８．３(8)による　　・（　　　　　　）

種類　・オ－プン形式 （※図示　・押出250形　・押出300形　・押出350形）　（３．９．２．３）９　アルミニウム製笠木

・板材折り曲げ形（・オ－プン形式　・シ－ル形式）

本体幅（　　）mm　板厚（※２．０mm  ・　　　mm）
表面処理　　種別（　　　　　　種）
既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

・行わない

下地補修の工法　　　　図示 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）※

板材折り曲げ形笠木の取付方法　　　　図示　　・（　　　　　　　　　　　）※

建築基準法に基づき定まる風圧力および積雪荷重に対応した工法等

※図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１０　施　工　票 ・屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の支持

する位置に取り付ける。

完成年月日

仕　　　様　　　　

施　工　者
125mm程度

85
mm

程
度

4-1 １　ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ｍＬ／㎡）

・0.2以上～1.0以下 ※200～300

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法
・ ・

・

・

・

工法の種類

エポキシ樹脂 ・低粘土形　　　　　・中粘土形

注入状況の確認方法　　・コアの抜き取りを行う　　・行わない

抜取り個数　　　　長さ500ｍごと及びその端数につき１個※ ・（　　　　　　　　　　）

外
壁
工
事（

コ
ン
ク
リ
｜
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ
外
壁
改
修）

抜取り部の補修方法　　　　　　図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシ－ル材充填工法

・シ－リング材

※

充填材料　　１成分形又は２成分形ポリウレタン系 ・（　　　　　　　　）※

ポリマ－セメントモルタルの充填　　・行う　　　・行わない

・シ－ル工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・ ・

２　欠損部改修工法 ※充填工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．３．７）

外
壁
改
修
工
事（

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修）

１　ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．３．５～７））

（４．１．４）（４．２．２）（４．３．４～６）

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ｍＬ／㎡）

・0.2以上～1.0以下 ※200～300

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法
・ ・

・

・

・

工法の種類

・ ・

エポキシ樹脂 ・低粘土形　　　　　・中粘土形

注入状況の確認方法　　・コアの抜き取りを行う　　・行わない

抜取り個数　　　　長さ500ｍごと及びその端数につき１個※ ・（　　　　　　　　　　）

抜取り部の補修方法　　　　　　図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシ－ル材充填工法

・シ－リング材

※

充填材料　　１成分形又は２成分形ポリウレタン系 ・（　　　　　　　　）※

ポリマ－セメントモルタルの充填　　・行う　　　・行わない

可とう性エポキシ樹脂

・シ－ル工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

（４．１．４）（４．２．２）（４．３．８）

・エポキシ樹脂モルタル　　　・ポリマ－セメントモルタル

（４．１．４）（４．２．２）（４．４．９）

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　　　図示　　　・（　　　　　　　）

既製目地材　　　・使用する（形状　　　　　）　　・使用しない

※充填工法

・エポキシ樹脂モルタル　　　・ポリマ－セメントモルタル

・モルタル塗替え工法

※

２　欠損部改修工法

３　浮き部改修工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．４．10～15）

・アンカ－ピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカ－ピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカ－ピンニング

注入口の箇所数

（箇所／　　）

一般部一般部 指定部 指定部

アンカ－ピン
の本数（本／　　）㎡ ㎡

・注入口付アンカ－ピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカ－ピンニング
全面エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカ－ピンニング
全面ポリマ－セメントスラリ－注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

注入量

（ｍＬ／孔）
工　　法

全面ポリマ－セメントスラリ－注入工法

※ ※ ※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

※

※

※

※

※

※

※

－ －

－ － － － －
－ － － － －

１６

１６

１６

１６ １６

１６

２５ ２５

２５

２５

２５

１３

１３

９

９

９ ９

９

２０

２０

２０

２０

１２

１２ ５０

５０

－ －

アンカ－ピン

注入入口付アンカ－ピン

※ステンレス鋼（403)呼び径６ｍｍ程度

※ステンレス鋼（403)呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジキリ加工したもの

充填工法　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマ－セメントモルタル

モルタル塗換え工法 （４．２．２）（４．４．９）

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　）　　・使用しない

材料　　　　　・現場調合材料　　　　　　　　　　　・既調合材料（　　　　　　　）

仕上厚又は全塗厚が２５ｍｍを超える場合の処置　　　　図示　　　・（　　　　　　　）※

4-3

外
壁
改
修
工
事（

塗
り
仕
上
げ
外
壁
等
改
修）

１　既存塗膜等の除去

下　 地　 処　 理

お よ び 下 地 調 整

工　　　法 処理範囲 下地面の補修

※サンダ－工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

・サンダ－工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

・既存仕上げ面全体

※図示

工法の処理範囲は外の既存仕上げ面全体

・欠損部改修工法

・浮き部改修工法

・ひび割れ部改修工法

（４．６．３）

※下地調整塗材　　・ポリマ－セメントモルタル

※中性化防止工法の仕様および範囲は図示による

・改修工事範囲について、アルカリ性付与材塗布を行う

・改修工事範囲について、アルカリ性付与材塗布および防錆セメントしごきを行う

・中性化防止工法は行わない

建物内部に使用する塗材のホルムアルデヒド放散量 （4.1.5)(4.2.2)(4.6.5)

※Ｆ☆☆☆☆　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新規仕上塗材の種類

種　類 呼び名 仕上げの形状及び工法等

薄付け

仕上塗材

厚付け

仕上塗材

複　層

仕上塗材

可とう形

改修用

仕上塗材

・外装薄塗材（Ｓ）

・可とう形外装薄塗材（Ｓ）

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外薄装塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

防火材料

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材（Ｓ）

・外装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

※防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・砂壁状

・ゆず肌状（　・吹き付け　・ロ－ラ－塗り）

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（　・吹き付け　・コテ塗り）

・着色骨材砂壁状（　・吹き付け　・コテ塗り）

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・引き起こし　・かき落とし

上塗り材　・適用する　・適用しない

・ゆず肌状　　・凸部処理　・凹凸状

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　　）

上塗り材

溶媒 ※水系　　・溶剤系　　・弱溶剤系

※アクリル系　・シリコン系

※つやあり　　・つやなし

・メタリック

樹脂

外観

色彩 ※１色　　・２色　　・３色

・平たん状　　・さざ波状　　・ゆず肌状

耐候性　※耐候形３種　・（　　　　　　）

上塗り材

溶媒

※アクリル系　・シリコン系

※つやあり　　・つやなし

・メタリック

樹脂

外観

色彩 ※１色　　・２色　　・３色

※水系　　・溶剤系　　・弱溶剤系

５　マスチック塗材塗り 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種 （４．１．５）（４．７．２）

（４．１．５）（４．２．２）（４．８．２）

５
　
建
具
改
修
工
事

５　外壁用塗膜防水材塗り 外壁用塗膜防水塗り

仕上の形状（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

外壁用仕上塗材の耐候性 ※ＪＩＳ　Ａ6909の耐候性１種相当

下地挙動緩衝材の適用　　　・適用する　　　・適用しない

・吹付工法の模様材の種類　

所要量　　　　　　　㎏／㎡

外壁用仕上塗材の種類 ・

所要量　　　　　　　㎏／㎡

・かぶせ工法　　　・撤去工法 （５．１．３）

新規に建具を設ける場合

壁部分の開口の開け方　　　図示　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　）

新規建具周辺の補修方法および範囲　　　図示　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）※

・

１　改 修 工 法

２　防　火　戸 ・適用する　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　　　　　　　　） （５．１．４）

・適用しない

ヒュ－ズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・連動させる（・建具表による　・　　　　　　　）　　・連動させない

３　見本の製作等 建具見本の製作　　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　　　） （５．１．５）

・行わない

建具見本の程度 ・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　　　・行う（建具符号　　　　　　　　　　　）

・行わない

４　防犯建物部品 ・適用する　適用箇所（・建具表による　　　・　　　　　　　） （５．１．７）

・適用しない

５　アルミニウム製建具 性能等級 （５．２．２～５）

外部に面する建具

・Ａ種（建具符号：　・建具表による　　　・　　　　　　）

・Ｂ種（建具符号：　・建具表による　　　・　　　　　　）

・Ｃ種（建具符号：　・建具表による　　　・　　　　　　）

枠の見込み寸法　　　　・建具表による

防音ドア　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　）

断熱ドア　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　）

耐震ドア　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　）

表面処理

外部に面する建具 ・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種

着色（・ア－バン　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラ－）

屋内の建具

着色（・ア－バン　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラ－）

・ＢＣ－１種　　・ＢＣ－２種

ステンレス鋼板 ※ＳＵＳ304、ＳＵＳ430ＪＩＬ又はＳＵＳ443ＪＩ　　　・

結露水の処理方法　　　・図示　　　 ・

水切り板、ぜん板　　　 ・図示 ・

網戸等

防虫網

材　種 編　目

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂

・ステンレス（ＳＵＳ316）製

線　径

※０．２５ｍｍ以上 ※１６～１８メッシュ

・・

６　樹脂製建具 性能等級 （５．２．２）（５．３．２～５）

外部に面する建具

・Ａ種（建具符号：・建具表による　　・　　　　　）

・Ｂ種（建具符号：・建具表による　　・　　　　　）

・Ｃ種（建具符号：・建具表による　　・　　　　　）

枠の見込み寸法　　　・建具表による

断熱ドア　　・断熱サッシ　断熱性の等級（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　　　）

防音ドア　　・防音サッシ　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２　・　　　　　　　　　）

ガラス

表面色　　　　　　　　　※標準色　　・特注色

水切り板、ぜん板　　　  ・図示

※複層ガラス

７　鋼 製 建 具 （５．２．２）（５．４．２～５）

・適用する（建具符号：・建具表による　　・　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

・Ｓ－４（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

・Ｓ－５（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

・Ｓ－６（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

防音ドア　　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）　

断熱ドア　　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）　

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板 ※ＳＵＳ304、ＳＵＳ430ＪＩＬ又はＳＵＳ443ＪＩ　　　・

８　鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット　　・適用しない （５．２．２）（５．５．２～５）

・適用する（建具符号：・建具表による　　・　　　　）

防音ドア　　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）　

断熱ドア　　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）　

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　　）

鋼板の種類　　　・亜鉛メッキ鋼板　　・ビニル被服鋼板

・カラ－鋼板　　　　・ステンレス鋼板

鋼板の厚さ　　※改修標仕　表５．５．１による　・（　　ｍｍ）

ステンレス鋼板 ※ＳＵＳ304、ＳＵＳ430ＪＩＬ又はＳＵＳ443ＪＩ　　　・

召合せ、縦小口包み板等の材質 ※鋼板　　・（　　　　　　　）

９　ステンレス製建具 簡易気密型ドアセット　　・適用しない （５．２．２）（５．４．２）（５．６．２～５）

・適用する（建具符号：・建具表による　　・　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性

・Ｓ－４（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

・Ｓ－５（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

・Ｓ－６（建具符号：　・建具表による　　・　　　　　　　）

防音ドア　　・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　　　）　

断熱ドア　　・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　　　）　

耐震ドア　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　　　　　）

ステンレス鋼板 ※ＳＵＳ304、ＳＵＳ430ＪＩＬ又はＳＵＳ443ＪＩ　　　

表面の仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・アクリル樹脂エナメル焼付け

鋼板の曲げ加工　　・普通曲げ　　※角出し曲げ

１０　建 具 金 物

金属製建具用丁番の枚数および大きさ

金物の種類および見掛り部の材質等

樹脂製建具用丁番の枚数および大きさ

握り玉およびレバ－ハンドル、押板類、クレセント等の取付位置　　　　　　　・建具表による

鍵　マスタ－キ－

・ 既存のマスタ－キ－に合わせる

・ 製作しない

・ 各室３本１組その他の鍵

鍵箱　　　 ・ 有　　　　・ 無

引き戸用駆動装置

多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置

引き戸用検出装置

戸の開閉方式 ※図示による　　　 ・建具表による

引き戸用検出装置の種類

凍結防止装置　　・適用する（適用箇所は建具表による）　　・ 適用しない

１２　木　製　建　具 建具材の含水率 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

表面材の合板および接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ ・第三種

かまち戸　　かまち樹脂（　　　） 鏡板樹脂（　　　） 建築標仕（16．７．２～４）

見込み寸法　　・建具表による ※３６ｍｍ

ふすま 張りの種別　　・Ⅰ型 ・Ⅱ型 建築標仕（16．７．２～４）

上張り（押入等の裏側以外）　　・鳥の子　　・新鳥の子程度又はビニ－ル紙程度

縁仕上げ　 ・塗り縁　 ・生地縁（素地） 　・生地縁（ウレタンクリア－塗装）

見込み寸法　　　・建具表による　　※１９．５ｍｍ

戸ふすま

紙張り障子 見込み寸法　　　・建具表による　　※３０ｍｍ

見込み寸法　　　・建具表による　　※３０ｍｍ

枠およびくつずりの材料 ・建具表による　　

フラッシュ戸 ※図示による　　・下表による 建築標仕（16．７．３）

規格等合板の種類

普通合板

天然木化粧合板

特殊加工化粧合板

表面の樹種

生地・透明塗料塗り（※ラワン合板程度・　　　　）

表面材の厚さ（mm）

不透明塗料塗り （※しな合板程度　・　　　　）

樹種（　　　　　　　　　）

化粧加工の方法（・オ－バ－レイ ・プリント ・塗装）

※２．５以上

※３．２以上

※２．４以上

１１　自動ドア開閉装置

建築標仕（16．７．２）

・外壁用防火シャッタ－　耐風圧強度（　　　　　）Ｎ／㎡

種類　　・管理用シャッタ－　　　耐風圧強度（　　　　　）Ｎ／㎡

・屋内用防火シャッタ－

・防煙シャッタ－

開閉方式による種類 ※上部電動式（手動併用）　　　・上部手動式

二重チェ－ン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッタ－の設置箇所

※図示による

障害物感知装置を設けた電動シャッタ－の設置箇所 ※図示による

屋内用防火シャッタ－もしくは防煙シャッタ－の危害防止機構　設置箇所 ※図示による

シャッタ－ケ－ス（防火、防煙以外の場合）　・設ける　　・設けない

スラットおよびシャッタ－ケ－ス用鋼板の材質

メッキの付着量

鋼板の種類　　　・亜鉛メッキ鋼板および鋼帯（ＪＩＳ　Ｇ 3302）

・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯（ＪＩＳ　Ｇ　３３１２）

※Ｚ１２又はＦ１２　　・（　　　　　　　　　　　）

開閉形式 ※手動式　　・上部電動式（手動併用式）

耐風圧強度（　　　　　）Ｎ／㎡

障害物感知装置を設けた電動シャッタ－の設置箇所 ※図示による

スラットの材質

・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板および鋼帯（ＪＩＳ　Ｇ　３３１２）

メッキの付着量

※ＡＺ９０

※Ｚ０６又はＦ０６

・塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金メッキ鋼板および鋼帯（ＪＩＳ　Ｇ　３３２２）

メッキの付着量

スラット形状　　　・インタ－ロッキング形　　・オ－バ－ラッピング形

セクション材料による区分

※スチ－ルタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバ－グラスタイプ

耐風圧区分

・１２５

・１００

・　７５

・　５０

開閉機能

※バランス式

・チェ－ン式

・電動式

収納形式

・スタンダ－ド形

・ロ－ヘッド型

・ハイリフト形

・バ－チカル形

ガイドレ－ル

・ステンレス鋼板

※溶融亜鉛メッキ鋼板

※SUS304、SUS430Ｊ１Ｌ又はSUS443Ｊ１

・

１５　軽量シャッタ－

１６　オ－バ－ヘッドドア

１４　重量シャッタ－

１３　自閉式上吊引戸装置

※建具の製造所の仕様による

板ガラス　品種、厚さによる種類 ※図示による

複層ガラス　材料板ガラスの種類および厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ ※図示による

断熱性による区分

日射取得性、日射者遮蔽性による区分

乾燥気体の種類

・（　　　　　　　　）

・空気　　　・アルゴン

・（　　　　　　　　）

・

ガラスの留め材および溝の大きさ

建具の種類 ガラスの留め材 ガラスの溝の大きさ

アルミニウム製建具

樹脂製建具

・シ－リング材

・ガスケット

・グレイチングチャンネル形

鋼製建具

鋼製軽量建具

・シ－リング材

・

・

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・図示による

・

・

・シ－リング材

・

・

ステンレス製建具

１７　ガ　ラ　ス

※防火戸のガラスの留め材は、建築基準法に基づく指定又は認定を受けた条件による。

１８　ガラスブロック

表面

形状 平積み 曲面積み

目地幅(mm)

正方形

呼び寸法(mm) 厚さ(mm) 伸縮調整目地(mm)
クリア 乳　白

色調

・125×125 ・ 80

・ 95

・125

・125

・320×320

・ 95

・ 95

・ 80

・ 95

※８～15

・15～25・160×160

・200×200

外側

※15以下

・・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

内側

※６以上

・

・

※６ｍ以下ごとに

幅10～25

・図示

・

・250×125

・320×160

長方形

壁用金属枠および補強材　　形状 ※図示

力骨　　材質 ※ステンレス鋼（SUS304)

寸法 ※径　5.5mm

形状 ※はしご形状複筋および単筋

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　）

金属製化粧カバ－　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

寸法　　・図示　　 ・

形状　　 ・図示 ・

工法　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法（　　　　　　　　　　）

目地部の横力骨の納まり

※ガラスブロック製造所の仕様による　　　・図示

・

・

・

６
　
内
装
改
修
工
事

１　改　修　範　囲 既存間仕切り壁撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁および床の改修範囲 （６．１．３）

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上を行う　　・図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※壁面より両側 600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上を行う　　　・図示

既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

※既存のまま　　　・図示

ビニ－ル床シ－ト等の除去

並びに下地補修

２　既存床の撤去 （６．２．２）

合成樹脂塗装床の除却方法

・機械的除却工法　　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲

・当該室全体　　　・図示の範囲

並びに下地補修

３　既存壁の撤去 間仕切り壁撤去に伴う他の構造体の補修 （６．３．２）

※改修標仕４．４．９によるモルタル塗り　　　・図示

４　木下地等の表面仕上げ （６．５．１）

機械加工

手　加工

・Ａ種（超自動機械かんな掛け仕上げ）　

・Ｂ種（自動機械かんな掛け仕上げ）　

・Ｃ種サンダ－掛け仕上げ

・Ｈ－Ａ種

・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

種　　　別 施工箇所

内部造作材

下地材

５　製　　材 ※木材は、原則として県産材を使用する。 （６．５．２）

・下地用

針葉樹製材

・造作用

針葉樹製材（板材）

等　級

・造作用

針葉樹製材（角材）

・広葉樹製材

・図示による

・

樹種・寸法・形状

・図示による

・

※２級

・

※上小節（見掛り）

・

・図示による

・図示による

・

・

・

・

※１等

保存処理適用箇所

※Ａ種（15％以下）

・Ｂ種（20％以下）

※Ａ種（15％以下）

・Ｂ種（18％以下）

※10％以下

種　別 含水率

小節以上（それ以外）

・ＪＡＳ規格品

種　別 樹　種 材面の品質 適用箇所含水率防虫処理

・下地材

・仕上げ材

・造作材
※Ａ種

・Ｂ種

・
・適用する

・適用しない

※Ａ種（15％以下）

・Ｂ種（20％以下）

※Ａ種（15％以下）

・Ｂ種（18％以下）

６　造作用集成材 ホルムアルデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ （６．５．２）

・ＪＡＳ規格品

種　別 見付け材面積

・造作用集成材

・化粧ばり

造作用集成材

・化粧ばり

造作用集成材

・図示による

・

樹種・寸法 見付け材面の品質 化粧合板の厚さ 適用箇所

※１等

・

※１等

・

種　別 樹種・寸法 見付け材面積 含水率 適用箇所

・造作用集成材

・化粧ばり

造作用集成材

造作用集成材

・化粧ばり

・図示による

・

※15％以下

・

※15％以下

※15％以下

・

・

７　造作用単板積層材 ホルムアリデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ （６．５．２）

厚　さ 表面の化粧加工 適用箇所

・有り
・天然木化粧加工

・塗装加工

・なし（等級：　　　　）

・適用する

・適用しない

・ＪＡＳ規格品

・ＪＡＳ規格品以外

厚　さ 表面の化粧加工 防虫処理 適用箇所含水率

防虫処理

・有り
・天然木化粧加工

・塗装加工

・なし（等級：　　　　）
・適用しない

※14％以下

・

ホルムアリデヒド放散量 ※Ｆ☆☆☆☆ （６．５．２）

・普通合板

厚　さ 適用箇所

・

※5.5ｍｍ

単板の樹種名 接着の程度

※第１類

・

・広葉樹

（※２等以上・　　　）

・針葉樹

板面の品質 防虫処理

・適用する

・適用しない

・構造用合板

等級 適用箇所

※２級

以上

※12mm

・

・

厚　さ 単板の樹種名接着の程度

※第１類

・

板面の品質

・

防虫処理

・適用する

・適用しない

強度等級

・適用する

・適用しない

（　　　）

８　床張り用合板等

・ＪＡＳ規格品以外

化粧薄板の厚さ

（※Ｃ－Ｄ以上・　　）

※Ｃ－Ｄ以上

・仕上げ材のみ（接着剤とも）　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・撤去範囲すべて）

※改修標仕　表５．８．１による　　・　　　　　（５．８．１～４）

※改修標仕　表５．８．２による　　・　　　　　

※改修標仕　表５．８．３による　　・　　　　　

（５．９．２．３）

性能値　　※改修標仕　表５．９．１～２による

性能値　　・改修標仕　表５．９．２による

性能値　　※改修標仕　表５．９．３による

※改修標仕　表５．９．４による

性能　　※改修標仕　表５．１０．１による （５．１０．３）

（５．１１．２．３）

（５．１２．２～４）

（５．１３．２．３）

（５．１４．２～４）

（５．１４．５）

※製作する（図書館側１本）製作範囲は監督職員の指示による

建築改修工事特記仕様書 Ⅱ
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   　発生材の処理：コンクリート塊・建築発生材・その他の廃棄物～秋田県認定の建設副産物処理場へ処理する事。　

特　記　事　項

２） 工事上，撤去，移設，を要する軽微なものは本工事の範囲内とする。

３） 本工事に関しては，仮設計画書及び施工計画書を提出し，係員の承認を得た上で着工するものとする。

５） 工事範囲外を破損等した場合は，原状復旧とする。

６） 発生材等はすべて場外搬出処分とする。

７） 現場の状況を十分把握の上施工（積算）する事。

１） 特記以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事共通仕様書（令和４年度版）による。

９） 外部枠組足場のメッシュシート養生（Ⅰ類）は上部から２／３程度とする。

１０） 既存壁、天井仕上げ材のＡＥＰ塗装に「石綿含有仕上げ塗材（レベル３）」がある為、同左仕上げ材解体時には飛散防止対策として霧吹き等で湿潤すること。

１１） 本工事の改修大型アルミ水切りの形状、材質等は既存と同等とし、雨漏り対策加工を施したものとする。

４） 工事区域内で危険と思われる箇所には，シート及びロープ等で災害防止に努め工事車輌等の出入り、資材搬入に際しては誘導員を配して安全確保に努めるものとする。

１２） 既存大型アルミ水切り改修作業に伴う内装材撤去後の仕上復旧は既存仕上げの仕様と同じとする。

１３） 各棟教室内部の AY6、AY9 通り－ AX1,8,15 、AX6,13,20 部 梁型内装改修と取合い入り隅壁改修：W800 x H1,800 程度　～  11ヶ所

１４） 既存天井雨漏り跡 AEP塗装改修：約4㎡　～　5ヶ所　

１５） Ａ棟 大講義室内の座席付き机　6席：4台、10席：2台（2列）を取外し、再取付する。　　取外した机は同室に仮置きする。

１６） Ｂ棟 女子ＷＣのトイレブースは４室分を取外し、再取付する。

１７） アルミ天井点検口 450角（額縁タイプ）～　36ヶ所 、アルミ天井点検口 600角（額縁タイプ）～　22ヶ所

１９） 講義棟－アトリウム棟間 屋上既存アスファルト防水保護材（ロンルーフマット t20） 約46㎡　撤去の上、場外搬出処分。

２１） 既存ドレイン廻りアスファルト防水撤去し、ケレン、カチオン系モルタル下地調整補修。

１８） 既存アスファルト防水改修部分に関しては、高圧水洗浄（150-200kgf/cm2）を行うこと。

２０） 既存ドレイン管を高圧洗浄する（高圧水洗浄機使用 150-200kgf/cm2）：16ヶ所

２２） 階段室アスファルト防水の改修（上記特記項目以外）

・既存アルミアングル撤去

・既存立上りアスファルト防水撤去の上、カチオン系モルタル下地調整

２３） 工事用動力及び同用水等は一切施工者の負担とする。

２４） 工事上必要な諸官庁への手続き及び経費は、総て施工者の負担とする。

工　　事　　名

工　事　概　要

工　事　場　所

発　　注　　者

工　事　内　容

秋田市新屋大川町１２－３

講 義 棟 雨 漏 り 改 修 工 事

公立大学法人秋田公立美術大学　　理事長　 北 郷　悟

・トップライト（AW-31、AW-32）アルミサッシのガラス、シーリング打替え、サッシ枠ジョイント部シーリング打替え。

・講義棟トップライト下部大型アルミ水切りの改修。これに伴う内部仕上げ材の解体、復旧。

・講義棟－アトリウム棟間 屋上、階段室 屋上のアスファルト防水の改修。

　保護塩ビ防滑シート t2.5 施工（ VAQ-806 程度 、階段室屋上以外 ）

　既存取合い部シーリング打替えの上、塩ビシート防水 t2.0 絶縁工法施工（ 20G-IW 程度 ）の上、

８） 資材搬入、搬出用仮設ステージ：W3.6 x L5.4 （ H＜12m）程度　～　6基

( 凡  例 )

：本工事、範囲を示す。

Ａ－０３2025.6

講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/600

(A3)1/1200
工事概要、特記事項、配置図

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

設計年月日小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞
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(CH=3,000)

(CH=2,400)

２階平面図　　S=1/150

( 凡  例 )

：本工事、範囲を示す。

東

西

南北

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/150

(A3)1/300
講義棟　２階 平面図 Ａ－０４

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞

2025.6



北 南

西

東

8
,
1
0
0

2
,
7
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

AY4

AY5

AY6

AY7

AY8

AY9

AX7 AX8 AX9 AX10 AX11 AX12 AX13 AX14 AX15 AX16 AX17 AX18 AX19 AX20AX5AX4AX3AX2AX1 AX6

階段室 1 階段室 2 階段室 3

＜講義棟 Ｂ棟＞＜講義棟 Ａ棟＞ ＜講義棟 Ｃ棟＞

AX13AX8AX6AX1

吹抜け
研究室

倉庫

湯沸

ﾎﾞｲﾗｰ室

女子WC

男子WC

講 義 棟　屋根伏せ図　　S=1/150

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天場～ｹﾚﾝの上、高弾性厚膜ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水

（ W230、L9,000 ）

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天場～ｹﾚﾝの上、高弾性厚膜ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水

（ W230、L9,000 ）
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＜サッシ廻り及びガラス  シーリング打ち換え  建具表＞ （参考図 ２　参照）

( 凡  例 )

：本工事、範囲を示す。

設計年月日

講義棟　屋根伏せ図

講義棟雨漏り改修工事

Ａ－０５
(A1)1/150

(A3)1/300

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞
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廊　下

廊　下

ＣＧ教室

SR-2 桟カバー(ﾌｯ素樹脂鋼板0.45mm)

本体 ｽﾌｨﾝｸｽﾙｰﾌ2型(ﾌｯ素樹脂鋼板0.45mm)ﾌｫｰﾑｴｰｽ4mm裏打

アスファルトルーフィング22kg

パーライト木毛板25mm

共通デザイン室

漆実習室１ 織実習室１

25x25

幅木 木　OP H 100

床：ビニルタイル

カーテンBOX：木 W120*H150

シナ合板 5 ,PB 12

PCルーバー120×350 @900

巾木 木　OP H 100

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

（点線部分）
アルミ水切りパネル

（点線部分）
アルミ水切りパネル

PB t12.5 AEP

ｼﾅ合板 t5.5 目ｽｶｼ（PB t9.5 下地)
（AY6,AY9通り 梁取合い部分）

壁：RC打放

（AY6,AY9通り ｼﾅ合板 ｔ5.5CL+PB t9.5）

講義棟 断面図　　　　Ｓ＝１：５０

※ 各仕上、改修内容等は左右同じ。

＜ 凡  例（全共通）＞

：既存仕上げ等を示す。書込文字　

：本工事、改修内容を示す。

・既存ｺｰﾅｰ材撤去

（全共通）

・既存仕上げ材撤去（LGSは下ﾊﾞのみ）

・既存ｱﾙﾐ水切りﾊﾟﾈﾙ撤去・処分の上

　新規にｱﾙﾐ水切りﾊﾟﾈﾙ新設
・既存ｱﾙﾐ水切りﾊﾟﾈﾙ撤去・処分の上

　新規にｱﾙﾐ水切りﾊﾟﾈﾙ新設

（全共通）

・既存仕上げ材撤去（LGS共）

・新規にｼﾅ合板 t5.5 塗装品 目ｽｶｼ（PB t9.5下地）

・既存仕上げ材撤去（LGSは下ﾊﾞのみ）

（全共通）

・新規にPB t12.5 AEP 継ぎ目処理（19形 @303）

・新規にｼﾅ合板 t5.5 塗装品 目ｽｶｼ（PB t9.5下地、19形 @303）

・新規に35x35 塗装品

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/50

(A3)1/100
Ａ－０６講義棟　断面図

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞

2025.6
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天井～PB○ｱ 9.5 AEP

：既存梁型仕上材 撤去・復旧範囲を示す

（LGS下地共）

：既存天井仕上材 撤去・復旧範囲を示す

( 凡  例 )

天井～PB○ｱ 12 AEP（LGS天井下地）

天井～化粧石膏ボード○ｱ 9.5 （LGS天井下地  @255）

講義棟 Ａ棟 ２階平面図　　S=1/100

：既存仕上げ等を示す。書込文字

：本工事、改修内容を示す。

東

西

南北

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

講義棟雨漏り改修工事

講義棟 Ａ棟　２階平面図 Ａ－０７

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞

2025.6



：既存梁型仕上材 撤去・復旧範囲を示す

（LGS下地共）

：既存天井仕上材 撤去・復旧範囲を示す

（LGS下地共）

( 凡  例 )
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講義棟 Ｂ棟 ２階平面図　　S=1/100

（CH=3,000）

（CH=2,400）

東

西

南北

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

講義棟雨漏り改修工事

講義棟 Ｂ棟　２階平面図 Ａ－０８

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞
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：既存梁型仕上材 撤去・復旧範囲を示す

（LGS下地共）

：既存天井仕上材 撤去・復旧範囲を示す

（LGS下地共）

( 凡  例 )

講義棟 Ｃ棟 ２階平面図　　S=1/100
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,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
,
7
0
0

800 800

800 800

東

西

南北

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

講義棟雨漏り改修工事

講義棟 Ｃ棟　２階平面図 Ａ－０９

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞

2025.6



＜特記事項＞
図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則 2025.6
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

講義棟雨漏り改修工事
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▽2FL

▽RFL

▽2FL

3
,
0
0
0

西 北東
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3
,
0
0
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5,4002,400 6,300 4,500

南
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西

3
,
0
0
0

東 南

2,7009,0005,400 5,400
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3
,
0
0
0

南
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2,4005,400
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▽2FL

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

西東

5,4005,4002,7002,7005,4005,400 9,0009,000

北

照明BOX　W=300×D200ｽﾁｰﾙ　ｔ0.6BAP

　　　

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

電動ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

1
,
2
0
0

AX3 AX2 AX1AX1 AX3AX2 AY9AY8

AX6 AX5 AX4 AX6AX5 AX6 AX5AY7

AY8AY9AX6AX5AX4

AX5 AX6 AY6 AX5AX6

AX3 AX2 AX1AX1 AX3AX2 AY6 AY7 AY8

1
,
2
0
0床：木製床組

黒板手摺

1
,
2
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

天井：ｸﾞﾗｽﾎﾞｰﾄﾞｔ-50裏打ちの上、
PBD-9　有孔ボードEP-2

1
,
2
0
0

目透し貼りCL
教壇：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

巾木：堅木CL

目透し貼りCL

天井：AMB-12

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放

天井：AMB-12

天井：AMB-12 天井：AMB-12

床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ 床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

巾木：堅木CL床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

巾木：堅木CL 巾木：堅木CL

8
0
0

2
,
2
0
0

8
0
0

2
,
2
0
0

床：木製床組

＜Ａ　棟＞　　大講義室(202)

講義室１(201)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

絵画実習室１(203)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

絵画実習室２(204) 東 絵画実習室３(205) 東

講義棟 Ａ棟 　展開図

目透し貼りCL
壁：有孔ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5

壁：有孔ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5

2
5

9
8
0

1
5
0

64
0

330

α-α'詳細図　S＝1/20(A1)

壁：有孔ｼﾅﾍﾞﾆﾔｔ5.5

α

α’

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

1,800

800

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL
壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5

800

目透し貼りCL

Ａ－１０

1
,
7
0
0

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL
（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）
（PB t9.5下地）

PBDｔ12　AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP 壁：PB○ｱ 12.5 AEP

（LGS壁下地共）

（LGS壁下地共）

：既存壁仕上材 撤去・復旧範囲を示す

：既存壁天井仕上材 撤去・復旧範囲を示す

( 凡  例 )　　　　　　　　　　　＜展開図 共通＞



＜特記事項＞
図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則 2025.6
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

講義棟雨漏り改修工事
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天井：AMB-12 天井：AMB-12
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講義棟 Ｂ棟 　展開図

＜Ｂ　棟＞ スタジオ(206)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放

ウェブデザイン室(207)

ＣＡＬＬ室(208) 東イラストレーション室(209)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

パッケージデザイン室(210) 東

2
,
4
0
0

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放
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目透し貼りCL目透し貼りCL
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800 800
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目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL2,450 2,450 3,000 3,000

Ａ－１１

（PB t9.5下地） （PB t9.5下地） （PB t9.5下地）

（PB t9.5下地） （PB t9.5下地）

（PB t9.5下地） 天井：PBD-12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP 壁：PB○ｱ 12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP壁：PB○ｱ 12.5 AEP

天井：岩綿吸音板 t12（PB t9.5+LGS 下地）



壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

＜特記事項＞
図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

設計年月日

(A3)1/200

(A1)1/100

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則 2025.6
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

講義棟雨漏り改修工事
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壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放 壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放
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天井：AMB-12 天井：AMB-12
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ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

巾木：堅木CL 巾木：堅木CL

巾木：堅木CL 巾木：堅木CL

床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ 床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ

床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ 床：ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ
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講義棟 Ｃ棟 　展開図

＜Ｃ　棟＞ 東グラフィックデザイン室１(211)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

教職支援室(212)

東教員及び博物館学芸員課程センター(213) 東美術教育センター助手室(214)

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

絵画実習室4(216)共通デザイン室(215)

800

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

800

800

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

壁：ｼﾅﾍﾞﾆｱｔ5.5
目透し貼りCL

Ａ－１２

（PB t9.5下地）
（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）
（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

（PB t9.5下地）

壁：PB○ｱ 12.5 AEP 壁：PB○ｱ 12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP壁：PB○ｱ 12.5 AEP

壁：PB○ｱ 12.5 AEP 壁：PB○ｱ 12.5 AEP



AY9AY8AY7AY6

2
0

9,0009,0009,000

600201,220203,580203,580203,580203,580203,580203,580203,58020745

5004403,1402,2401,340440305

2
7
,
0
0
0

AX1

AX6

AX8

AX13

AX15

AX20

AY9AY8AY7AY6

既
存

外
壁
ス

パ
ン
ド

レ
ル

1
,
9
6
0

2
0

既
存

外
壁

ス
パ
ン

ド
レ
ル

1
,
9
6
0

5
0
0

5
0
0

100

900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900

900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 900 305500

305440

745203,580

9,000

203,58020

1,340

3,580

2,240

3,580

9,000

3,580

3,140

20 20

440

203,58020

9,000

3,580201,22020

100
500

600

1
,
9
6
0

5
0
0

1
,
9
6
0

5
0
0

2
0

既
存
外

壁
ス
パ

ン
ド
レ

ル
既
存
外

壁
ス
パ

ン
ド
レ

ル
2
0

Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟 アルミ水切り 割付け図（改修前） 　Ｓ＝１：５０

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

Ａ－１３
(A1)1/50

(A3)1/100
Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟　アルミ水切り 割付け図（改修前）

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称

小 畑 設 計 事 務 所株 式 会 社

秋田市山王三丁目1-7 東ｶﾝﾋﾞﾙ　    TEL018-863-0136

管理建築士　一級建築士大臣登録　第 125961 号　　小林 昌則
一級建築士事務所　　秋田県知事登録　第 24-10A-0887 号

＜特記事項＞

2025.6
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Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟 アルミ水切り 割付け図（改修後） 　Ｓ＝１：５０

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

Ａ－１４
(A1)1/50

(A3)1/100
Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟　アルミ水切り 割付け図（改修後）

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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( 凡  例 )

：大型アルミ笠木改修範囲を示す。

400

2
2
0

1
5
5

2
0
0

2
0

5
5

230

4
,
0
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1,865

2FL

RFL

AY6

廊　下

アスファルト防水

塩ビシート防水 t2.0 絶縁工法

防水改修 Ａ、防水改修 Ｂ
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500

3
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0

1
5
5

2
3
5

798 123

1,180

AX8

AX1

AX15

※ AX6、AX13、AX20 ﾏﾃﾞ　　　　27,000

アルミパネル t=2.0（焼付塗装）

：本工事、改修内容を示す。

書込文字　：既存仕上げ等を示す。

＜ 凡  例（全共通）＞

講義棟 断面詳細図　　　Ｓ＝１：３０

講義棟－ｱﾄﾘｳﾑ等 断面詳細図　　Ｓ＝１：２０

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

Ａ－１５
(A1)1/20、30

(A3)1/40、60
大型アルミ水切り、アスファルト防水改修 断面詳細図

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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※ AX1、AX8、AX15 と AX6、AX13、AX20 は左右対称

1,930

1
5
5

798 1,009

2
3
5

AX8 AX1AX15

RFL

平面図

立面図 側面図（アトリウム棟側）

AD-2

左

防水改修 Ｃ

アスファルト防水

塩ビシート防水 t2.0 絶縁工法

アスファルト防水

塩ビシート防水 t2.0 絶縁工法

防水改修 Ｄ

水切り詳細図　　　　Ｓ＝１：２０

（骨組下地：単管組）
ベニヤ + ブルーシート

雨対策要領図（案）　　Ｓ＝１：５０

：大型アルミ笠木改修範囲を示す。

( 凡  例 )

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/20

(A3)1/40

講義棟　屋根伏せ図

Ａ－１６水切り詳細図

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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約
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35

20

3
12

（色：シルバーメタリック）

アルミパネル t=2.0（フッ素樹脂焼付塗装）

水抜き穴：8φ（パネル両端50mm位置）

St L-30x30x3（タテ目地部）

補強材：St PL-2.3（曲げ加工）（通し）

既存アングル

St L-30x30x3（タテ目地部）

アンカーピース：St L-40x40x3

アンカーピース：St L-30x30x3

St L-30x30x3（タテ目地部）

既存C型鋼　2C-100x50x20x2.3

アルミパネル t=2.0（フッ素樹脂焼付塗装）

（色：シルバーメタリック）

裏打材：ペフ貼り t=4.0

アルミスタッドボルト：M6x15 @300

AX

798.1 123 30 10
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断熱材：発砲ウレタン吹付 t20（Ａ種 １）

シーリング

シーリング

シーリング

10
1.
0°

13
2.
6°

79.0°

（ Ｓ＝１：２ ）

（ Ｓ＝１：１ ）

Ａ

Ａ

Ａ

※指示部のみ

20

1
2

50

3
5

15

1
3

2
0

25

アルミパネル t=2.0（焼付塗装）

シーリング（シール工事）

St L-30x30x3（通し）

アルミパネル t=2.0（焼付塗装）

AL-2.0

Ａ ジョイント部詳細図

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/2

(A3)1/4
Ａ－１７新規 大型アルミ水切り 加工、取付図

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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立上り：納まり図① 立上り：納まり図②

立上り：納まり図③立上り：納まり図④

防水改修 Ａ 防水改修 Ｂ

防水改修 Ｃ 防水改修 Ｄ

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ５

ＩＷディスク

ＳＰＬスクリュー

シーカプラン１５Ｇ
（補強複合シート）

ＳＰＬマット
（絶縁シート）

既存外壁

既存防水層

耐火野地板など

既存防水層

（ブチルテープ共）
塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ１

新規変成シリコーン充填

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ６

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ５

ＩＷディスク

ＳＰＬスクリュー

耐火野地板など

シーカプラン１５Ｇ
（補強複合シート）

ＳＰＬマット
（絶縁シート）

既存外壁

新規変成シリコーン充填

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ１

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ６

既存防水層

既存防水層

（ブチルテープ共）

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ５

ＩＷディスク

ＳＰＬスクリュー

耐火野地板など

シーカプラン１５Ｇ
（補強複合シート）

ＳＰＬマット
（絶縁シート）

既存防水層

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ６

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ７
またはＳＰＬ－Ｋ６ （ブチルテープ共）

（絶縁シート）
ＳＰＬマット

（補強複合シート）
シーカプラン１５Ｇ

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ５

ＩＷディスク

ＳＰＬスクリュー

耐火野地板など

シーカプラン１５Ｇ
（補強複合シート）

ＳＰＬマット
（絶縁シート）

塩ビ被覆鋼板ＳＰＬ－Ｋ６

既存防水層

外壁

（ブチルテープ共）

新規変成シリコーン充填

※ アスファルト防水改修　納まり図：塩化ビニル系シート防水（補強複合タイプ）＜現場の状況を踏まえて納まりを確定する＞
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0
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4
0
0

4
0
0

※ 既存シーリングは打替えの上、新規改修。

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

防水改修　詳細図 Ａ－１８
(A1)1/5

(A3)1/10

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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階段室 1 階段室 2
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ウェブデザイン室

CALL室

暗室

暗室

倉庫

EPS

倉庫

EPS

倉庫

倉庫

男子WC

共通ﾃﾞｻﾞｲﾝ室
倉庫

倉庫

女子WC

男子WC

給湯室

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

ラウンジ

階段A

渡
り
廊
下

渡
り
廊
下

階段室 3

大講義室

電源盤

イラストレーション室

女子WC

絵画実習室 1

シャワー室

廊下

絵画実習室 4

講義室 1

絵画実習室 3

廊下

絵画実習室 2

廊下

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ室

212

廊下

廊下

廊下廊下

＜講義棟 Ａ棟＞ ＜講義棟 Ｃ棟＞＜講義棟 Ｂ棟＞

(CH=3,000)

(CH=2,400)

２階平面図　　S=1/150

【 凡 例 】

（Ａ）

（Ａ）-4
（Ａ）-5

（Ａ）-6

（Ａ）-2

（Ａ）-3

（Ａ）-4

（Ｂ）-5

（Ｃ）-2

（Ａ）-5

（Ａ）-6

（Ａ）-2

（Ａ）-2

（Ａ）-2

（Ａ）-6

（Ａ）-6

（Ｅ）-3

（Ｄ）-2（Ｄ）-3

（Ｂ）

（Ｃ）

（Ｄ）

（Ｅ）

ＬＥＤベースライト（1,260×200以上）　　線ぴ取付け

ＬＥＤベースライト（1,260×200以上）　　天井埋込

ＬＥＤベースライト（1,260×200未満）　　壁取付け

ＬＥＤダウンライト（150φ相当）　　　　 埋込

ＬＥＤスポットライト　　　　　　　　　　天井露出

煙感知器　　　　　　　　　　　　　　　　天井露出

※　以上一旦取外し、清掃後再取付けとする。

（Ｄ）-5

東

西

南北

　既設換気ダクト150φ取外し再取付け
ハッチング部　×4箇所

　既設天井換気扇･ダクト150φ取外し再取付け
ハッチング部　×2箇所

　既設中間ファン･ダクト150φ取外し再取付け
ハッチング部　×2箇所

　既設吸込口取外し再取付け
ハッチング部　×1箇所

　既設天井換気扇取外し再取付け
×27箇所

設計年月日 講義棟雨漏り改修工事

(A1)1/150

(A3)1/300
電気設備、機械設備　２階 平面図 Ａ－１９

図 面 番 号縮 尺工 事 名 称

図 面 名 称
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参 考 図 １



参 考 図 ２


